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議題(2) 令和７年度の事業概要及び推進計画について 

契約額：26,430 千円（前年度 1,294 千円増） 

Ⅰ 地域における技能振興等に係る事業                              

１ 技能五輪全国大会の予選の実施等 

  (1) 技能五輪全国大会の予選の実施 

① 職 種：西洋料理 

② 開催日：令和７年５月12日 

③ 会 場：新潟市食育花育センター（新潟市） 

④ 参加選手  ８人 

(2) 技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技大会への参加支援 

参加選手及び指導者の旅費・宿泊費・道具運搬費を助成 

① 第20回若年者ものづくり競技大会 

    派遣目標：選手約10名、指導者約8名 

② 第63回技能五輪全国大会 

派遣目標：選手約30名、指導者約20名 

 

２ 卓越した技能者（現代の名工）の表彰制度の紹介コンテンツの作成支援 

取材予定者 令和７年度受賞者（表彰式は11月） 

 

３ 「地域発！いいもの」応援事業及び「グッドスキルマーク」事業休止に伴う対応 

認定施設の変更・廃止等の管理業務の継続 

 

資料№2 

○ 第20回若年者ものづくり競技大会（香川県） 

令和７年８月３日(日)～８月４日(月) 

○ 第63回技能五輪全国大会（愛知県）   

令和 7 年 10 月 17 日(金)～10 月 20 日(月) 
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Ⅱ ものづくりマイスター事業                                  

１ ものづくりマイスターの認定（登録）について 

  (1) 新規目標認定者数：10人（前年度12人） 

  ※ 現認定者：41職種 280人 

(2) スケジュール 

・ 申請締め切りに応じた周知・登録依頼 

１回目：5月23日 （認定予定日  7月末） 

２回目：8月22日 （認定予定日 10月末） 

３回目：11月14日 （認定予定日  1月末）   

 (3) 活動内容 

  ・ 新たに追加された職種の認定（登録）を強化 

  ・ 地域間、職種間の格差を是正するように適格者の開拓に努める 

・ 既存認定職種については、引き続き新潟県技能士会連合会会員へ認定（登録）を周知 

  ・ 未活動登録者の意向確認と登録解除希望者の削除 

 

２ ものづくりマイスターへ指導技法等の講習実施 

(1) 対象 

 新規認定された方または過去３年間活動実績のない方 

(2) 開催スケジュール（予定） 

１回目：８月 

２回目：11月 

３回目：２月 

 

・ フラワー装飾職種 

・ 日本料理職種 

・ 西洋料理職種 

・ ビルメンテナンス職種 

・ レストランサービス職種 

〈新たに追加認定された職種〉５職種 
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３ 若年技能者の人材育成に係る相談・援助等 

〇 随時対応 

〇 相談内容等 

・ 技能検定や技能競技大会を活用した人材育成の方法 

・ ものづくりマイスターによる実技指導等の相談・派遣 

 

４ ものづくりマイスターの派遣      

(1) 実技指導の実施目標 

① 中小企業・業界団体・・・・・延べ35社  受講者 700人 

② 工業高校等・・・・・・・・・延べ 8校 受講者1,600人 

(2) 若者に対する「ものづくりの魅力」発信の実施目標 

① 地域若者サポートステーション・・・・・３ヶ所 3人（延べ９人） 

② 小中学校・・・・・・・・・・・・・・・40校（延べ1,600人） 

③ 公民館・イベントエリア・・・・・・・・４回開催（延べ200人） 

 

５ 熟練技能者の派遣 

(1) 実技指導の実施目標 

中小企業・高校等・・・・・・・・・・・・５施設（延100人） 

(2) 「ものづくりの魅力」発信事業の実施目標 

小中学校・・・・・・・・・・・・・・・・希望により対応 
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Ⅲ 地方公共団体、経済団体等との連携会議の設置・運営と推進体制 

1 地方公共団体、経済団体等との連携会議の設置・運営 

① 構成員（８人） 

・ 新潟労働局職業安定部訓練課 

・ 新潟県産業労働部雇用能力開発課 

・ 新潟県教育庁参事･高等学校教育課 

・ 新潟県教育庁参事･義務教育課 

・ 独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構新潟支部 

・ （一社）新潟県経営者協会 

・ 新潟県中小企業団体中央会 

・ 日本労働組合総連合会新潟連合会 

② 審議事項（役割） 

   ・ 事業に関する推進計画及び実施計画の策定 

   ・ 事業に関する進捗管理及び改善事項 

③ 開催回数  ・ 年２回（５月、12月） 

 

２ 推進体制 

○ コーナー長１人（兼任） 

○ 統括コーディネーター（専任） 

○ コーディネーター３人（専任２人、兼任1人） 

 


